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ロ
シ
ア
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
（
現

ニ
ジ
ニ
ー
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
）
生
ま

れ
。
モ
ス
ク
ワ
の
グ
ネ
ー
シ
ン

特
別
音
楽
学
校
と
グ
ネ
ー
シ
ン

音
楽
大
学
（
現
ロ
シ
ア
音
楽
ア

カ
デ
ミ
ー
）
で
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

ト
ロ
ッ
プ
に
師
事
。
１
９
９
２

年
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ

た
第
4
回
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
フ

リ
プ
セ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

優
勝
後
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
公
演
を
行
う
。

１
９
９
７
年
か
ら
は
日
本
を

本
拠
地
と
し
て
活
動
。
２
０
０

２
年
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ジ
ャ

パ
ン
に
よ
る
国

内
コ
ン
サ
ー
ト

ツ
ア
ー
。
２
０

０
３
年
、
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
放
送
交
響

楽
団
と
日
本
国

内
４
都
市
で
共

演
。
２
０
０
５

年
～
０
６
年
に
は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
（
大
阪
）
で
４
回

に
わ
た
る
リ
サ
イ
タ
ル
・
シ
リ
ー

ズ
を
開
催
。
２
０
０
６
年
か
ら

は
毎
年
京
都
で
リ
サ
イ
タ
ル
を

行
う
な
ど
、
精
力
的
な
演
奏
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・

フ
ィ
ル
、
プ
ラ
ハ
響
、
ロ
シ
ア

響
、
高
雄
市
響
（
台
湾
）
、
日

本
フ
ィ
ル
、
新
日
本
フ
ィ
ル
、

東
響
、
東
京
都
響
、
読
売
響
、

神
奈
川
フ
ィ
ル
、
京
都
市
響
、

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
響
、
大
阪

響
、
兵
庫
芸
術
セ
ン
タ
ー
管
、

九
州
響
、
広
島
響
、
山
形
響
、

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
響
な
ど
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
。

Ｃ
Ｄ
録
音
に
も
精
力
的
で
、

こ
れ
ま
で
に
多
数
の
ア
ル
バ
ム

を
リ
リ
ー
ス
。
「
シ
ョ
パ
ン：

ノ
ク
タ
ー
ン
全
集
」
は
２
０
１

０
年
度
レ
コ
ー
ド
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
（
器
楽
曲
部
門
）
受
賞
。
２

０
０
６
年
度
青
山
音
楽
賞
。
２

０
１
５
年
、
第
27
回
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
ペ
ン
ク
ラ
ブ
音
楽
賞
（
ク

ラ
シ
ッ
ク
部
門
、
独
奏
・
独
唱

部
門
）
受
賞
。
『
ピ
ア
ノ
の
名

曲
聴
き
ど
こ
ろ
弾
き
ど
こ
ろ
』

（
講
談
社
現
代
新
書
）
を
出
版
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
全
32
曲

リ
サ
イ
タ
ル

シ
リ
ー
ズ
第
８
回

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ：

第
30
番
Op
１

０
９
ホ
長
調
／
第
31
番
Op
１
１

０
変
イ
長
調
／
第
32
番
Op
１
１

１
ハ
短
調

指
定
席

３
５
０
０
円

自
由
席

３
０
０
０
円
（
学

生
１
８
０
０
円
）

日本ユーラシア協会とは
旧ソ連邦に住む諸国民との

相互理解と友好を進める

（旧）日ソ協会の統一した名

称です

愛知版 No.612
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第
１
８
９
期
ロ
シ
ア
語
講
座
開
講

10
ク
ラ
ス
で
37
名
が
受
講

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
第
１
８
８
期
ロ
シ

ア
語
講
座
は
中
止
し
、
多
く
の

受
講
生
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。

第
１
８
９
期
ロ
シ
ア
語
講
座

は
万
全
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ

た
上
で
開
講
す
る
こ
と
と
し
、

延
べ
37
名
の
方
々
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

開
講
ク
ラ
ス
は
次
の
と
お
り

で
す
。

初
級
Ａ
ク
ラ
ス
（
３
名
）

初
級
Ｂ
ク
ラ
ス
（
１
名
）

中
級
Ｂ
ク
ラ
ス
（
３
名
）

ゆ
っ
く
り
楽
し
く
ク
ラ
ス

（
６
名
）

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Å
（
５
名
）

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｂ
（
３
名
）

会
話
Ａ
ク
ラ
ス
（
５
名
）

会
話
Ｂ
ク
ラ
ス
（
４
名
）

会
話
Ｃ
ク
ラ
ス
（
３
名
）

会
話
Ｄ
ク
ラ
ス
（
４
名
）

ま
だ
ク
ラ
ス
定
員
に
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
途
中
か
ら
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
お
知
り
合

い
の
方
で
ロ
シ
ア
語
に
関
心
が

あ
る
方
が
お
見
え
に
な
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
愛
知
県
連
の
ロ
シ

ア
語
講
座
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

冬
に
な
り
、
空
気
が
乾
燥
す

る
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

力
が
強
く
な
る
の
で
、
今
後
、

流
行
の
再
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
着
用
、
手
・
指
の

消
毒
、
検
温
な
ど
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

第
76
回
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試
験

１
級
か
ら
４
級
ま
で
46
名
が
受
験

10
月
31
日
（
土
）
、
11
月
1

日
（
日
）
に
第
76
回
ロ
シ
ア
語

能
力
検
定
試
験
が
、
愛
知
民
主

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
験

者
数
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

（

）
内
は
申
込
者
数
。

１
級

1
人
（
３
人
）

２
級

８
人
（
９
人
）

３
級

12
人
（
15
人
）

４
級

25
人
（
29
人
）

５
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第

75
回
ロ
シ
ア
語
能
力
検
定
試
験

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流

行
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
56
名
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
46
名
の
方
が
受
験
さ

れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
合
格

を
お
祈
り
し
ま
す
。

な
お
、
検
定
試
験
に
先
立
ち

10
月
18
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た

検
定
試
験
直
前
対
策
講
座
に
は

4
級
対
策
に
4
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

ワールド・コラボ・フェスタ
２０２０

新型コロナウイルス感染拡大のた
めオアシス21での開催は中止します。
バーチャルで開催
12月12日（土）～1月11日（月）
日本ユーラシア協会も合唱団「ミー

ル」が参加します。詳細はホームペー
ジ、県連機関紙12月号でご案内しま
す。

ヨ―ルカ祭り中止のお知らせ
12月13日（日）に予定していたヨ―
ルカ祭りは中止となりました。

「
大
黒
屋
光
太
夫
と
『
風
雲
児
た
ち
』
」
開
催

９
月
30
日
（
水
）
～
11
月
23
日
（
月
・
祝
）

大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館

開
館
15
周
年
記
念
特
別
展

『
風
雲
児
た
ち
』
は
、
関
が

原
の
戦
い
か
ら
幕
末
に
至
る
ま

で
の
歴
史
を
描
い
た
人
気
漫
画

で
す
。
令
和
元
年
６
月
に
は
歌

舞
伎
座
「
六
月
大
歌
舞
伎
」
夜

の
部
に
て
、
三
谷
幸
喜
作
・
演

出
に
よ
る
『
風
雲
児
た
ち
』
が

新
作
歌
舞
伎
と
し
て
上
演
さ
れ
、

大
黒
屋
光
太
夫
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
そ
の

原
作
で
あ
る
『
風
雲
児
た
ち
』

に
焦
点
を
当
て
、
漫
画
の
名
場

面
と
所
蔵
資
料
と
で
大
黒
屋
光

太
夫
の
足
跡
を
た
ど
り
、
そ
の

業
績
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
。

入
場
無
料

開
館
時
間

10
時
～
16
時

休
館
日

月
曜
日
、
火
曜
日

第
３
水
曜
日

交
通

近
鉄
「
伊
勢
若
松
駅
」

か
ら
徒
歩
15
分

イ
リ
ー
ナ
・
メ
ジ
ュ
ー
エ
ワ

12
月
12
日
（
土
）
14
時
～
宗
次
ホ
ー
ル
に
て

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
全
32
曲

リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
第
８
回

コロナ対応カンパ
（11月11日現在）

協力者数 69人
協力金額 936,075円
たくさんの方々からカンパ

をお寄せいただき、ありがと
うございました。

第23回ユーラシアフェスティバル
2021年3月21日（日）11時～16時

愛知民主会館1階・2階

新入会員歓迎会、ユーラシア物産バザール

ロシア語人形劇、大抽選会ほか
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ラ
ト
ビ
ア
出
身
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
1
人
で
作
り
上
げ
た
ア
ニ
メ

映
画
『A

w
a
y

』
が
名
古
屋
シ
ネ

マ
テ
ー
ク
で
近
日
公
開
さ
れ
る
。

２
０
１
９
年
に
新
設
さ
れ
た

『
ア
ヌ
シ
ー
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
祭
』
コ
ン
ト
ル
シ
ャ
ン

賞
を
受
賞
し
、
『
第
92
回
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
』
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
部
門
最
終
候
補
32
作
品
に

選
出
さ
れ
た
同
作
は
、
飛
行

機
事
故
で
島
に
不
時
着
し
た

少
年
が
、
森
で
見
つ
け
た
地

図
を
頼
り
に
様
々
な
土
地
を

オ
ー
ト
バ
イ
で
駆
け
抜
け
る

姿
を
描
い
た
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
。

25
歳
の
ラ
ト
ビ
ア
人
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
ギ
ン
ツ
・
ジ
ル
バ
ロ
デ
ィ

ス
が
約
３
年
半
を
か
け
て
１
人

で
製
作
、
監
督
、
編
集
、
音
楽

を
務
め
た
長
編
デ
ビ
ュ
ー
作
と

な
る
。
全
編
セ
リ
フ
な
し
。

２
０
１
９
年
ラ
ト
ビ
ア

81
分

ソ
連
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移

民
し
て
き
た
ス
タ
ー
声
優
夫
婦

の
第
2
の
人
生
を
描
い
た
イ
ス

ラ
エ
ル
製
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。

１
９
９
０
年
、
ソ
連
か
ら
イ
ス

ラ
エ
ル
へ
移
民
し
た
ヴ
ィ
ク
ト

ル
と
ラ
ヤ
。
2
人

は
ソ
連
に
届
く
ハ

リ
ウ
ッ
ド
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
映
画
の
吹

き
替
え
で
活
躍
し

た
声
優
夫
婦
だ
っ

た
。
第
２
の
人
生

を
謳
歌
す
る
つ
も

り
で
移
民
を
し
た

も
の
の
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
声

優
の
需
要
が
な
い
と
い
う
現
実

に
直
面
し
て
し
ま
う
。
生
活
の

た
め
に
ラ
ヤ
は
夫
に
内
緒
で
テ

レ
フ
ォ
ン
セ
ッ
ク
ス
の
仕
事
に

就
き
、
思
わ
ぬ
才
能
を
発
揮
し
、

一
方
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
は
、
違
法

な
海
賊
版
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店

で
再
び
声
優
の
職
を
得
る
。
な

ん
と
か
生
活
を
軌
道
に
乗
せ
は

じ
め
た
２
人
だ
っ
た
が
、
妻
の

秘
密
が
発
覚
し
た
こ
と
に
よ
り
、

お
互
い
が
長
年
気
付
か
な
い
ふ

り
を
し
て
き
た
夫
婦
の
本
当
の

声
が
噴
出
し
始
め
る
。
旧
ソ
連

圏
か
ら
移
民
し
た
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・

ル
ー
マ
ン
監
督
が
自
身
の
体
験

を
も
と
に
、
海
を
渡
っ
た
ロ
シ

ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
リ
ア
ル
な
姿

を
描
き
出
す
。

２
０
１
９
年
製
作
／
88
分

20
世
紀
最
大
級
の
ス
ペ
ク
タ

ク
ル
と
し
て
の
ス
タ
ー
リ
ン
の

国
葬
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
独
裁
体

制
と
後
の
大
粛
清
に
つ
な
が
る

裁
判
―
そ
し
て
人
類
史
上
最
大

の
悪
が
行
わ
れ
た
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
の
現
場
。

時
代
と
群
衆
に
眼
差
し
を
向

け
、
映
画
に
新
た
な
視
座
を
提

示
す
る
、
鬼
才
セ
ル
ゲ
イ
・
ロ

ズ
ニ
ッ
ツ
ァ
作
品
、
待
望
の
日

本
初
公
開

「
国
葬
」

２
０
１
９

年
オ
ラ
ン
ダ
、
リ
ト
ア

ニ
ア

１
３
５
分

１
９
５
３
年
３
月
５

日
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
死

が
ソ
ビ
エ
ト
全
土
に
報

じ
ら
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
郊
外
で

発
見
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
国

葬
を
捉
え
た
大
量
の
ア
ー
カ
イ

ヴ
・
フ
ィ
ル
ム
は
、
同
時
代
の

２
０
０
名
弱
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

撮
影
し
た
、
幻
の
未
公
開
映
画

『
偉
大
な
る
別
れ
』
の
フ
ィ
ル

ム
映
像
だ
っ
た
。
そ
の
フ
ィ
ル

ム
に
は
モ
ス
ク
ワ
に
安
置
さ
れ

た
指
導
者
の
姿
、
周
恩
来
な
ど

各
国
共
産
党
と
東
側
諸
国
の
指

導
者
の
弔
問
、
後
の
権
力
闘
争

の
主
役
と
な
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

ら
政
府
首
脳
の
ス
ピ
ー
チ
、
そ

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
シ
ベ

リ
ア
ま
で
、
国
父
の
死
を
嘆
き

悲
し
む
幾
千
万
人
の
人
の
顔
が

鮮
明
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
67

年
の
時
を
経
て
蘇
っ
た
人
類
史

上
最
大
級
の
国
葬
の
記
録
は
、

独
裁
者
ス
タ
ー
リ
ン
が
生
涯
を

か
け
て
実
現
し
た
社
会
主
義
国

家
の
真
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。

「
粛
清
裁
判
」
２
０
１
８
年

オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア

１
２
３

分
１
９
３
０
年
、
モ
ス
ク
ワ
。

８
名
の
有
識
者
が
西
側
諸
国
と

結
託
し
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
た

疑
い
で
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。

こ
の
、
い
わ
ゆ
る
「
産
業
党
裁

判
」
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
見

せ
し
め
裁
判
で
、
90
年
前
に
撮

影
さ
れ
た
法
廷
は
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

最
初
期
の
発
声
映
画
『
13

日

（
「
産
業
党
」
事
件
）
』
と
な
っ

た
。
だ
が
、
こ
れ
は
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
は
な
く
架
空
の
物

語
で
あ
る
―
。
発
掘
さ
れ
た
ア
ー

カ
イ
ヴ
・
フ
ィ
ル
ム
に
は
無
実

の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
被
告
人
た

ち
と
、
彼
ら
を
裁
く
権
力
側
の

大
胆
不
敵
な
共
演
が
記
録
さ
れ

て
い
た
。
捏
造
さ
れ
た
罪
と
真

実
の
罰
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
台
頭

に
熱
狂
す
る
群
衆
の
映
像
が
加

え
ら
れ
再
構
成
さ
れ
た
ア
ー
カ

イ
ヴ
映
画
は
、
権
力
が
い
か
に

人
を
欺
き
、
群
衆
を
扇
動
し
、

独
裁
政
権
を
誕
生
さ
せ
る
か
描

き
出
す
。

「
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
」

２

０
１
６
年
ド
イ
ツ

９
４
分

ベ
ル
リ
ン
郊
外
。
真
夏
の
陽

光
を
背
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
群
衆
が
門
を
潜
っ
て
い
く
。

“
C
o
o
l

S
t
o
r
y

B
r
o

”
と
プ
リ

ン
ト
さ
れ
たT

シ
ャ
ツ
を
着
る
青

年
。
辺
り
構
わ
ず
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
記
念
撮
影
を
す
る
家
族
。

誰
か
の
消
し
忘
れ
た
携
帯
か
ら

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第

五
番
「
運
命
」
の
着
信
音
が
鳴

り
響
く
。
こ
こ
は
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
で
多

く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
虐
殺
さ
れ
た

元
強
制
収
容
所
だ
。

戦
後
75
年
、

記
憶
を
社
会
で
共
有
し
未
来
へ

繋
げ
る
試
み
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

化
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
自
ら

の
過
去
に
ど
の
よ
う
に
触
れ
た

ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ

人
小
説
家
・
Ｗ
・
Ｇ
..
ゼ
ー
バ

ル
ト
著
書
「
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ

ツ
」
よ
り
着
想
を
得
て
制
作
し

た
、
ダ
ー
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ナ
ル
映
画
。

映
画
監
督

セ
ル
ゲ
イ
・
ロ
ズ
ニ
ツ
ァ

ベ
ル
リ
ン
在
住
。
１
９
６
４

年
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
生
ま
れ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
で
育

つ
。
科
学
者
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
国
立
機
関
で
Ａ
Ｉ
の
研
究

を
し
て
い
た
が
、
１
９
９
１
年
、

ソ
連
崩
壊
後
、
モ
ス
ク
ワ
の
全

ロ
シ
ア
映
画
大
学
に
入
学
す
る
。

１
９
９
６
年
よ
り
ソ
ク
ー
ロ
フ

の
製
作
で
有
名
な
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
ス
タ
ジ
オ
で
映
画
製

作
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
21
作
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
４
作
の

長
編
劇
映
画
を
発
表
し
て
き
た
。

長
編
劇
映
画
で
は
『In

T
h
e

F
o

g

』
（
２
０
１
２
）
が
第
65
回
カ

ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
国
際
映
画

批
評
家
連
盟
賞
を
受
賞
し
、
『D

o
n
b
a
s
s

』
（
２
０
１
８
）
が
第

71
回
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
「
あ

る
視
点
部
門
」
最
優
秀
監
督
賞

に
輝
く
。
２
０
１
０
年
以
降
制

作
し
た
10
作
品
全
て
が
世
界
三

大
映
画
祭
に
選
出
さ
れ
る
快
挙

を
成
し
遂
げ
る
。

「
国
葬
」
、
「
粛
清
裁
判
」
、
「
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
」

１
月
１
日
か
ら
伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
で
上
映

「
群
衆
」
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
３
選

12
月
18
日
か
ら
伏
見
ミ
リ
オ
ン
座
で
上
映

映
画
「
声
優
夫
婦
の
甘
く
な
い
生
活
」

ア
ニ
メ
映
画
『A

wa
y

』

名
古
屋
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
で
近
日
公
開

セルゲイ・ボンダルチュク監督
生誕100年記念特集

12月5日（土）～18日（金）

名古屋シネマスコーレで上映

世界映画史上に耀く『戦争と平和』（1966年/アカデミー賞最

優秀外国語映画賞受賞）で知られるソ連の映画監督、セルゲイ・

ボンダルチュクは、2020年9月25日に生誕100周年を迎えます。

それを記念して特集上映が開催されます。

セルゲイ・ボンダルチュク

1920年9月25日～1994年10月20日 ウクライナ生まれ。

当初は俳優を目指し演劇学校で学び、第二次世界大戦終了後の1948

年、全ソ国立映画大学を卒業し、俳優としてキャリアをスタートさせ

た。同年、『青年親衛隊』（セルゲイ・ゲラシーモフ監督）に出演。

『タラス・シェフチェンコ』（1951年／アレクサンドル・アロフ監督）

では高い評価を受け、翌年、史上最年少の32歳で、ソ連人民芸術家の

称号を授与されている。1956年、『オセロ』（セルゲイ・ユトケヴィ

チ監督）ではオセロ役を演じた。以後、監督業にも挑戦し、初監督作

『人間の運命』（1959年）で高い評価を受けレーニン賞受賞。『戦争

と平和』（1965年～1966年）では、監督だけではなくベズーホフ伯爵

も演じ、アカデミー賞最優秀外国語映画賞、ゴールデングローブ賞等

を受賞。イタリアの巨匠ロベルト・ロッセリーニ監督作『ローマで夜

だった』（1960年）に出演するなど、俳優、脚本家や映画編集者とし

ても多くの作品に参加し、名実共にソ連を代表する映画人の一人であっ

た。なお、『戦争と平和』第一部の日本公開時（1966年）には来日し

ている。

上映スケジュール

12月5日（土） 『戦争と平和』第1部 10：10-12：40

12月6日（日） 『戦争と平和』第2部 11：00-12：40

12月7日（月） 『戦争と平和』第3部 11：10-12：40

12月8日（火） 『戦争と平和』第4部 11：00-12：40

12月5日（土） 『戦争と平和』第1部 10：10-12：40

12月5日（土） 『戦争と平和』第1部 10：10-12：40

12月11日（金） 『人間の運命』 10：50-12：40

12月12日（土） 『ワーテルロー』 10：10-12：30

12月13日（日） 『セルギー神父』 10：40-12：30

12月14日（月） 『人間の運命』 10：40-12：30

12月15日（火） 『戦争と平和』第1部 10：00-12：30

12月16日（水） 『戦争と平和』第2部 10：50-12：30

12月17日（木） 『戦争と平和』第3部 11：00-12：30

12月18日（金） 『戦争と平和』第4部 10：50-12：30

〈
群
衆
〉
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

《
上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

「
国
葬
」

１
月
１
日
（
金
）
～
11
日
（
月
）

「
粛
清
裁
判
」

1
月
１
日
（
金
）
～
７
日
（
木
）

１
月
12
日
（
火
）
～
14
日
（
木
）

「
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
」

１
月
８
日
（
金
）
～
14
日
（
木
）


